
SESMIC-IV / SESMIC-IV BLK for 
SUZUKI Katana
Part Number:20-56-04/20-56-04B

お願い：
製品の取り付けに関するお電話での対応は非常に困難な場合がございます。
正確な取り付けとセッティングを行うために、車両と製品をお持ちになって知識と技術のある
オートバイ販売店様、またはお買い上げになった販売店様へまずはご相談ください。

＊パーツリストを参照の上、商品の梱包内容をご確認ください。

＊ガスケットは付属しておりません。純正または同等品をご用意ください。
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マフラースプリング Spring 14

M6x45 キャップボルト Bolt, Cap
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M8x40 キャップボルト Bolt, Cap
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M8 ロックナット
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【同梱パーツリスト】

この度はオーヴァーレーシング製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

製品の取り付けは、お買い上げ販売店様、または十分な取り付け技術のある方が行ってください。

また、締め付けトルク値や純正部品の取り扱いはメーカー指定のサービスマニュアルに準じて行ってください。

ご注意：

①作業中はエンジンを必ず止めて、完全に冷めた状態で作業を行ってください。

②仮組みを行い、取り付け位置の確認を行ってください。

③作業後は増し締め点検後、試運転を行ってください。試運転後の点検も必ず行ってください。

④出荷前に、全品差込のチェックを行っています。差込口にスリ傷がある場合あります。ご了承ください。

特に塗装仕上げの商品は傷が目立つことがありますが、品質上問題ありません。

⑤同梱の排出ガス試験結果証明書等は、車検の際に提示を求められる場合があります。大切に保管してください。

⑥正しい取付け、使い方などを守られない場合、商品の品質については保証いたしません。

また、当社は商品の品質についてのみ責任を負うものであり、それ以外のどのような事柄にも責任を負いません。
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中間パイプ Center Pipe 1
φ42.7
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【取付方法】

1. サービスマニュアルに基づき、純正マフラー、

排気デバイスワイヤー、プーリーを取り外します。

2. ⑩排気デバイスキャンセラーを取り付けます。取り付けには

純正ボルトを使用します。(図1参照)

＊リアサスペンション、排気デバイスアクチュエーターを

 車両から取り外して作業することをお勧めします。

3. ⑧マフラーステーを取り付けます。シートカウルを固定している

ボルトを外し⑨ステンレスカラー、⑧マフラーステー、

⑫M6ワッシャー、⑪M6x45キャップボルトを使用します。(図2参照)

 ＊⑨ステンカラーは凸部を上側(車体側)にして取り付けてください。

4. 純正ボルトを使用し、②ヘッドパイプを仮止めします。(図3、4参照)

③エキゾーストパイプ、④φ42.7 中間パイプ、

⑤φ50.8 中間パイプ、⑥テールパイプを順番に取り付けます。

　＊取り付ける際には、ラジエターファンを取り外す、ラジエターの

　 固定ボルトを外しラジエターをずらす等作業スペースを

    確保してください。　

　＊②ヘッドパイプはスプリングフックが外側に来るように

 組み付けてください。左右2気筒づつはそれぞれ共通です。

　＊差込部分の振りなどで、取り付けの具合が大きく変わります。

    仮組みのまま、必要に応じて調整してください。

 ＊構造上、車体やマフラーの製造誤差等で水冷オイルクーラーの

ホースや、アンダーカバーと非常に近くなる場合があります。

 断熱テープ等で保護することを推奨します。(図5参照)

5. ①サイレンサーを取り付け、固定します。取り付けには、

⑬M8x40キャップボルト、⑭M8ワッシャー、⑮M8ロックナットを

 使用します。⑧マフラーステーの外側にサイレンサーのステーが

 来るようにしてください。(図4参照)

6. O2センサーを⑤中間パイプ部に取付けます。

＊O2センサーは、エンジン側から出るケーブルをクランプから

 外し、フリーな状態にした後、取り回しを調整し

 取付けしてください。(図5参照)

7. 各部干渉が無いか確認の上、本締めします。

8. ⑥マフラースプリングを取り付けます。（計14箇所）

9. 本締め終了後、再度干渉などのチェックを行ってください。

干渉していたり、バランスが悪い場合、エンジンをかけずに

取付部分の振りなどで微調整してください。

10. 作業後必ずシンナーやパーツクリーナー等で脱脂を行って

ください。油脂等が付着していると、色ムラの原因になります。

＊図中番号は同梱パーツリストに対応しています。ご参照ください。

製造、販売元： 株式会社 オーヴァーレーシングプロジェクツ 

〒513-0836 三重県鈴鹿市国府町石丸7678-5
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 Tel 059-379-0037  Fax 059-378-4253

E-mail shop@over.co.jp  Website http://www.over.co.jp
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